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3%小 川培地 を角いでの結核菌の分離培養蒔に

おけ る雑菌 の侵入 について

第2報　 侵 入 し た 雑 菌 の 種 類

小 川 辰 次 ・宮 城 小 枝 子 ・立 花 嘉 子

北里研究所附属病院(院 長 福住定吉)

受 付 昭 和 37年 3月 27日

I　 諸 論

第1報1)で は雑菌 の侵入率 について報 告 し た が,本

文 は第2報 とし て 昭和35年 度 の結核菌 の分離培養 に

あたつ て侵入 した雑菌763株 の種類 につい て報告す る。

II　方 法

(1)　対象:昭 和35年 度 に17,520本 の3%小 川培

地 を用いて結核菌 の分離培養 を行 なつた さい に侵入 した

結 核菌以外の抗酸性雑菌 お よび そ の他 の雑菌763株 で

ある。

(2)　同定の方 法:ま ず集落の性状に よつ て雑菌 らしい

ものは,普 通染色に よ りその形態 をみ,形 態学的 に細菌

らしい ものは5～7%血 液 平板 培地に塗布培養 し,一

部を載せガ ラスに塗抹 し た。 培養 したものは37℃ の

艀 卵器に保 存 し,24～48時 間,発 育の遅 い も の は72

時 間まで培養 を続け観 察 した。そ して発育 した集落の形

態,大 きさ,色,透 明度,光 沢,湿 潤の程度,集 落の周

辺の正,不 正,溶 血の有無,お よびその他の性状 を詳細

にみた。塗抹 した載 せガ ラスは グラム染色を施 し,グ ラ

ム陽性,あ るいは陰性 であ るかを確 かめ るとともに,菌

の形態,大 きさ等 をみた。以上の血液平板培養 と,グ ラ

ム染色 の成績 を総 合 して細菌の種類の同定 を行なつた。

なお大腸 菌 らしい ものはEMB培 地に培養 して螢光 ま

たはエオジ ンの色素有無 をみ,変 形菌 らしい ものは尿素

培地を用いてその分解 を確 かめた。また肺炎双球 菌 らし

い ものについては爽膜 染色 を実施 し,英 膜の存在 を確 か

めた。次に普通染色に よ り酵 母様細胞 を認めた ものはサ

ブ ロー培地,サ ブ ローブイ ヨン培地に培養 して同定 し,

はつ き り肉眼でカ ビ と分かつた ものは全部カ ビ群の 中に

入れた。 結核菌 あるい は非病原性抗酸 性菌 らしい も の

は,チ ールネー ル ゼ ン染色 によ り抗酸 性の有無 を確か

め,抗 酸性 の ものはナイアシ ンテス トを実施 し,陰 性の

ものは非病原性抗酸性 菌の中に入 れた。

III　成 績

(1)　可検材料別 にみた雑菌 の種類

喀疾445株,胃 液117株,喉 頭粘液168株,そ の

他33株 の雑菌 を同定 し た 結果 は 表1の よ うで あ つ

て,こ れ を15種 の菌種 に分 けるこ とができたっ まず喀

疾で多いのは 衡 連鎖球菌,緑 膿菌,γ-連 鎖球菌,コ リ

ネバ クテ リヤ等で あ り,次 に胃液 で多い のは α-連鎖球

菌,緑 膿菌,γ-連 鎖球菌,コ リネバ クテ リヤ等 である。

また喉頭粘液で多い のは 衡 連 鎖球 菌,コ リネバ クテ リ

ヤ,カ ビ,緑 膿菌等で ある。以上 の成績 か らみ る と,喀

疾,胃 液,喉 頭粘液で は,雑 菌 の種 類および その%は

ほぼ同 じよ うな傾向 をみ るこ とが できるが,胃 液 に非病

原性抗酸性菌が少 ない こ とや,喉 頭粘液 にカ ビの多 いこ

とが 目だつ。なおその他 の材料 ではコ リネバ クテ リヤ,

緑膿菌,非 病原性抗酸性菌が多い。

(2)　四季別にみた雑菌の種類

1力 年 を3カ 月 ごとに区切つ て 四季 に分 け,季 節 の

うつ りかわ りに よつて,雑 菌 の種類が どの よ うに変 わつ

てい くのかを検討 した成績が 表2で あ る。 この成績 を

み ると,と くに7～9月 の時季に多いのは緑膿 菌,大 腸

菌群,カ ビ群 であつて,1～3月 の寒い時季に多かつた

のは コリネバ クテ リヤであ る。その他の菌株 では四季 に

よ る著 明の差 を認 める ことはで きなかつた。次に35年

度 の雑菌 の種類 を平 均 して,数 の多い ものか ら並べてみ

る と,α-連 鎖球菌,コ リネバ クテ リヤ,緑 膿菌,γ-連 鎖

球菌,カ ビ群,非 病原性抗酸性菌,大 腸菌群,枯 草菌,

非溶血性 白色 ブ ドウ球菌,変 形菌,倉 連鎖球菌,溶 血 性
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Table 1. Varieties of Contaminants in Various

 Sources of Specimens

Note: 1) Figures in the Column of contaminants indicate the number of the strain

 and those in parentheses indicate its percentage to the total number of

 contaminants.
2) Contamination rates represent percentage of media with contamination to 

the total number of media used.

白色 ブ ドウ球菌,カ ンジダ,溶 血性黄色 ブ ドウ球 菌の順

で あつ て,α-連 鎖球菌 か ら大腸菌 まででその大部 分を 占

めてい る。

(3)　培地の腐蝕 と雑菌 の種類

763本 の雑菌侵入のあつた培地 の中で腐蝕 した ものは

126本 であつて,こ れは 雑菌侵入培地数 の16.5%で

あ り,使 用培地数の0.7%に 当た るが,培 地 を腐蝕 し

た雑菌 の種類 をみ ると,表3で み るよ うに7つ の菌株

である。 もつ とも腐蝕率 の多かつたのは 緑膿 菌の99.4

%で あ つ て,次 に枯草菌 の54.8%,変 形菌 の46.1

%,大 腸菌の43.2%等 であつ て,溶 血性黄色 ブ ドウ

球 菌,非 溶血性 ブ ドウ球菌,カ ビ等 では1株 だけ腐蝕

されてい る。

IV　 総括および考察

可検材 料 を前処理 して結核菌の分離培養 を行 なつ た と

きに侵入 した雑菌 の種類 を系統的 に検査 した成績は あま

りない。 われわれ の同定 した雑菌 を,外 か らまぎれ こん

だのでは ないか と思われ るもの と,呼 吸器系 あるいは口

腔内に常在す る菌 とに大別す るこ とができるがこのほか

に 口腔 内に も外界 に も存在 す る菌があ る。外 か らと考 え

られ るものは,枯 草菌,カ ビ群,非 病原性の抗酸性菌

等 であつて,こ れを合 計す ると16.5%と な る。 口腔

内にも外界 に も存在す る菌 と考 え られ るもの として変形

菌,緑 膿菌,大 腸菌群,ブ ドウ球菌 で,こ れ を合計す る

と20.9%で ある。 これ らを除い たものは全部,呼 吸

器系 あるい は口腔 内に常在す る菌 であ つ て62.6%と

な る。 次に雑菌の 中で もつ とも多いの は α-連鎖球菌 で

あつて,次 に 多 い もの は コ リネバ クテ リヤ,緑 膿菌,

γ-連鎖球 菌,カ ビ群,非 病原性抗酸性菌,大 腸菌群,枯

草 菌等であつて,そ の他の ものはずつ と少 ない。 この成

績 は,化 学療法 以前の ものに比 して変わつてい る と思わ

れ るが,比 較すべ き成績がないのは残 念であ る。なお可

検材料別 にみ ると,喀 痰,胃 液,喉 頭粘液はほぼ同 じよ



276 結 核 第37巻　 第6号

Table 2. Varieties of Contaminants in Each Season

Note: Figures in the column of contaminants indicate the number of the strain and figures in

 Parentheses percentage to the total number of contaminants during a particular season.

Table 3. Liquefaction of the Medium and 

Varieties of Contaminants in 1960

うな雑菌の種類でそ の率 もほぼ同 じよ うであるが,胃液,

喉頭粘液 といつ ても本来 の姿 は喀痰 であつてみれば当然

であるか もしれ ない。 これ らの成績 は,D. Galeら2)の

もの と大 まかな点では差 はないが,細 かい点 になる と多

少差が ある。 しか し技術的 に異 なるのでこれ を比較す る

ことは無理か もしれ ない。 なお喉頭粘液 におい ては外 か

ら と思われ る枯草菌や変形菌 が足尾町 の集 団検診3)に 比

較す る と少 ない。 この事実 は,足 尾町 の喉頭粘液 の検査

は8月 中に実施 され たこ と,採 取 が 屋外 でな された こ

とがあつたこ と,多 くの人 の集 まつてい る所 で実施 され

たこ と,一 たん採 取 した喉頭粘液 を東京に運搬す るのに

1～2日 を要 した ことな どのためであ ろ う。

次に雑菌の種類 を四季別 にみ る と,暑 い7～9月 中に

とくに多 くなつ てい るのは緑膿菌,大 腸菌 であつ て,そ

の他 の期間 には雑菌 の種類 の差 はみ られ ない。この こと

は,第1報 における雑菌 の侵入率 が 季節 によつて著 明

の差 のない こ とか らも当然 であろ う。

次 に培地 を腐蝕す る雑菌 をみる と,も つ とも多いのは

緑膿 菌であつ て,そ のほ とん ど全部 が,ま た枯草菌,変

形菌,大 腸菌 がその半分 を腐蝕 してい るが,そ の他の も

のは少ない。培地 を腐蝕す る雑菌が侵入す るこ とは分離

培養が失敗 した こ とを意味す るが,わ れ われ の方法 では

そ の侵入率 が0.71%で あるか らけつ して多 くはない。

しか し分離培養 を進歩 させ るのには,こ れ ら雑菌 の侵入



1962年 6月 277

を阻止す るこ とが必要 であるが,こ れ らの こ とに関 して

は さらに研究 を進 めたい と思 つている。

V　 結 論

昭和35年 度に17,520本 の3%小 川培地 を使用 し

て,種 々の材料 か らの結 核菌の分離培養 にあたつ て侵入

した雑菌763株 を同定 して,次 の よ うな成績 を得 た。

1)　 喀痰,胃 液,喉 頭粘液 の3つ の可検材料につい

てみ る と,雑 菌 の種類 の傾 向はほ とん ど同 じであつて,

多いのは α-連鎖球菌,緑 膿 菌,コ リネバ クテ リヤ等で

あ る。 なお 非病原 性抗酸性菌 が,喀 痰,喉 頭粘 液では

それ ぞれ6.7%,5.9%を 示 してい るのに,胃 液 では

0.8%に す ぎなかつた。

2)　 年 間を平均 してみ るともつ とも多い の は α-連鎖

球菌 であつ て40.8%,次 にコ リネバ クテ リヤ11.4%,

緑膿 菌11.2%,γ-連 鎖球菌の8.8%,カ ビ群6.9%,

非病原性抗酸性菌5.5%,大 腸菌群4.8%,枯 草 菌

4.1%の 順 であつて,少 数 にはブ ドウ球菌群,β-連 鎖

球菌,変 形菌,肺 炎双球菌,カ ンジダ等がみ られた。 こ

れ を四季別 にみ る と夏 には緑膿菌,大 腸菌群,カ ビ群 が

多少多 く,冬 には コ リネバ クテ リヤが多少 多い程度 であ

つて,そ の他の菌株でははつ き りした傾 向は認 め られ な

い。

3)　 培地 を腐蝕 させ る菌は緑膿菌,枯 草菌,変 形菌,

大腸菌群等 が主 で あ つ て,緑 膿 菌はそのほ とん ど全部

を,枯 草菌,変 形菌,大 腸 菌群 は その半分 を腐蝕 させ

た。 また溶血性 ブ ドウ球菌,非 溶 血性 ブ ドウ球 菌,カ ビ

群 もわずかであ るが培地 を腐蝕 した。
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The Contamination at the Time of The Se

lective Cultures of Mycobacterium Tuberculo 

sis from Contaminated Materials on 3 Percent 

Ogawa Egg Media.

During the year of 1960, 17,520 Ogawa egg 

culture media were used for the selective cul

tures of Mycobacterium tuberculosis from various 

sources of specimens. And contaminants, 763 

strains, were identified and 15 species obtained . 

In order of frequency, ƒ¿-streptococcus 40 .8%, 

corynebacterium 11.4%, Bacillus pyocyaneus

 11.2%, ƒÁ-streptococcus 8.8%, fungi 6.9%, 

non-pathogenic acid fast bacilli 5 .5%, Escheri

chia coli 4.8%, and Bacillus subtilis 4.1% 

were the main contaminants. The remainder 

consisted of staphylococcus, ƒÀ-streptococcus, 

proteus, Diplococcus pneumoniae, candida, etc. 

As to the contamination in particular seasons
, 

B. pyocyaneus, E. coli and the other fungi were 

the common contaminants in summer, and con

tamination by corynebacterium was somewhat 

more frequent in winter than in other seasons. 

No significant seasonal differences were present 

in other species. Regarding the sources of spec

imens such as sputum, gastric contents, and 

laryngeal swab, infrequent detection of non

-pathogenic acid fast bacilli in gastric contents 

and frequent finding of fungi in the laryngeal 

swab attracted some attention, but there was 

no great difference in frequency of other species 

in various sources of specimens.

Micro-organisms which liquefied the medium 

were chiefly B. pyocyaneus, B. subtilis, proteus, 

and E. coli. B. pyocyaneus liquefied almost the 

entire medium and B. subtilis and proteus lique

fied about half of the medium. Hemolytic 

staphylococcus, non-hemolytic staphylococcus 

and fungi liquefied only a small portion of 

the medium.


